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今日から１年生！！
真新しいランドセルを背負って初登校

（４月８日 東小学校入学式）
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教
頭
＝
小
峰　

洋

住
所
＝
鳩
山
町

趣
味
＝
ス
キ
ー

抱
負
＝
４
月
よ
り
東
小
学
校
に
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
元
気
で
明
る
く
、

伸
び
伸
び
と
素
直
に
育
っ
た
東
小
の

み
ん
な
と
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

養
護
教
諭
＝
福
島　

千
恵

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
フ
ッ
ト
サ
ル

抱
負
＝
今
年
度
か
ら
新
採
用
職
員
と

し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
東
小
の

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

ー人事異動報告ー

よろしくお願いします
ー人事異動報告ー

よろしくお願いします

学
校
教
職
員

東
小
学
校

転　

入

こ
み
ね　

ひ
ろ
し

小峰　洋先生福島　千恵先生

ふ
く
し
ま　
　

ち　

え

き
る
よ
う
、
保
健
室
か
ら
お
手
伝
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栄
養
主
査
＝
田
端　

伸
枝

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
散
歩

抱
負
＝
今
ま
で
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務

で
、
学
校
勤
務
は
初
め
て
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
直
接
の
声
を
聞
け
る
の

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
主
事
＝
強
瀬　

友
里　

住
所
＝
嵐
山
町

趣
味
＝
料
理

抱
負
＝
今
回
は
じ
め
て
事
務
職
に
就

い
た
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
が
、
少
し
ず
つ
仕
事
を
こ
な

し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

教
頭
＝
宮
原　

敏
雄

（
退
職
）

た
ば
た　
　

の
ぶ
え　

田端伸枝栄養主査

こ
わ
せ　
　

ゆ   

り　

強瀬友里事務主事

養
護
教
諭
＝
坂
東　

あ
か
ね

（
と
き
が
わ
町
立
萩
ヶ
丘
小
学
校
へ
）

栄
養
主
査
＝
吉
田　

泰
子

（
鳩
山
町
立
鳩
山
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
辻　

有
香

（
退
職)

教
諭
＝
大
前　

正
江

（
退
職
）

教
諭
＝
小
川　

正
子

（
鳩
山
町
立
今
宿
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
中
島　

大
輔

（
滑
川
町
立
月
の
輪
小
学
校
へ
）

転　

出

西
小
学
校

転　

出

い
い
た
し
ま
す
。

教
諭
＝
小
笠
原　

彰

住
所
＝
東
松
山
市

趣
味
＝
温
泉
、
ド
ラ
イ
ブ
、
剣
道

抱
負
＝
こ
の
度
、
東
秩
父
中
学
校
に

転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
小
笠
原
彰

と
申
し
ま
す
。
数
学
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
。
風
情
あ
ふ
れ
る
こ
の
地
で

中
学
生
と
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
「
凡
事
徹
底
」
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
諭
＝
林　

千
恵

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
音
楽
鑑
賞
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

抱
負
＝
縁
あ
っ
て
東
秩
父
村
に
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歌

声
が
響
く
中
学
校
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
秩
父
中
学
校

転　

入

の
ぐ
ち　
　

ひ
ろ
い
ち

野口　博一先生

お
が
さ
わ
ら　

あ
き
ら

小笠原　彰先生

　４月の定期異動により、各学校の教職員・村職員の人事異動がありました
ので紹介します。（敬称略）

校
長
＝
野
口　

博
一

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
読
書
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

抱
負
＝
一
日
も
早
く
東
秩
父
中
学
校

に
慣
れ
、
時
々
の
初
心
を
忘
れ
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
手

助
け
が
少
し
で
も
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

は
や
し　

ち　

え

林　千恵先生



事
務
主
事
＝
野
口　

和
嵩

住
所
＝
東
松
山
市

趣
味
＝
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

抱
負
＝
東
秩
父
中
の
事
務
と
し
て
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
仕
事
に
関
し
ま
し
て
は

「
常
に
全
力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

校
長
＝
大
山　

純
一

（
退
職
）

教
諭
＝
吉
野　

喜
美
江

（
退
職
）

教
諭
＝
戸
口　

房
美

（
東
松
山
市
立
南
中
学
校
へ
）

教
諭
＝
井
上　

久
美
子

（
退
職
）

事
務
主
任
＝
小
山　

正
男

（
嵐
山
町
立
志
賀
小
学
校
へ
）

村
職
員

昇
格
・
異
動

の
ぐ
ち　

  

か
ず
た
か

野口和嵩事務主事

転　

出

　
　
　
　
　
　

（ 　

  

）
内
は
前
職

《
課
長
》

参
事
兼
総
務
課
長
（
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
澤　
　

進

《
主
幹
》

総
務
課
主
幹
（
総
務
課
主
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
田　

典
仁

税
務
課
主
幹
（
税
務
課
主
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
原　
　

正

《
主
事
・
主
任
》

産
業
建
設
課
主
任
（
保
健
セ
ン
タ
ー

主
任
）
　
　
　
　
　

小
暮　

昌
子

教
育
委
員
会
主
任
（
城
山
保
育
園
保

育
士
）
　
　
　
　
　

奈
良　

幸
子

保
健
セ
ン
タ
ー
主
任
（
保
健
衛
生
課

主
任
）
　
　
　
　
　

千
島
久
美
子

税
務
課
主
任
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

利
平

保
健
衛
生
課
主
任
（
総
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
由
美
子

総
務
課
主
任
（
総
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠　
　

裕
美

総
務
課
主
任
（
総
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
間　

利
恵

保
健
衛
生
課
主
任
（
保
健
衛
生
課
主

事
）　
　
　
　
　
　
　

野
沢　

秀
信

保
健
衛
生
課
主
任
保
健
師
（
保
健
衛

生
課
保
健
師
）　
　
　

小
倉　

千
佳

総
務
課
主
事
（
税
務
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
惠
美
子

崎立

退　

職

新
規
採
用

大
河
原
駐
在
所
に

　
　
　

山
桑
巡
査
着
任

槻
川
駐
在
所
に

　
　
　

千
野
巡
査
部
長
着
任

村
の
安
心
・
安
全
を

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

か
く
、
ま
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
度
、

大
河
原
駐
在
所
に
異
動
し
、
ま
だ
ま

だ
力
不
足
な
点
が
あ
り
ま
す
が
、
何

事
に
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
前
任
の
佐
藤
巡
査
部
長
は
、
小
川

警
察
署
武
蔵
嵐
山
駅
前
交
番
へ
異
動

さ
れ
ま
し
た
。

大
河
原
駐
在
所
＝
山
桑　

大
季

趣
味
＝
映
画
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ

抱
負
＝
私
の
出
身
地
で
あ
る
岩
手
県

の
よ
う
に
東
秩
父
村
の
方
々
は
心
温

や
ま
く
わ　

  

ひ
ろ
き

槻
川
駐
在
所
＝
千
野　

佑
樹

趣
味
＝
愛
猫
と
遊
ぶ
こ
と
、
パ
ソ
コ

ン抱
負
＝
初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
で
、

慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

東
秩
父
村
の
た
め
に
妻
と
二
人
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
前
任
の
百
々
瀬
巡
査
部
長
は
、
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

ち　

の　
　

ゆ
う
き

住
民
福
祉
課
主
事
（
産
業
建
設
課
主

事
）　
　
　
　
　
　
　

高
野　

正
弘

住
民
福
祉
課
付
き
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長　
　
　
　
　

礒
田　

行
雄

教
育
委
員
会
主
幹　
　

関
口　

知
廣

産
業
建
設
課
主
事
＝
山　
　

智
秋

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド

抱
負
＝
私
は
東
秩
父
村
で
地
域
の
方

や
住
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
成
長

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
住
民
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

崎立
や
ま
ざ
き　

と
も
あ
き

　山崎　智秋主事



　東秩父消防団では、４月１日にコミュニティセンタ
ーにおいて、平成22年度辞令交付式を行いました。
　13名が退団され、６名の新入団員を迎えたことによ
り総勢97名の団員で地域の安全を守っていただきます。
よろしくお願いいたします。

東秩父消防団が
　　　　　辞令交付式
東秩父消防団が
　　　　　  辞令交付式

　

今
年
度
の
園
児
、
児
童
、
生
徒
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

城
山
保
育
園

　
　
　
　
　

も
も  　
　
　

    

７
名

　
　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

16
名

　
　
　
　
　

ひ
ま
わ
り         

15
名

　

東
小
学
校　

入　

学　
　
　

８
名

　
　
　
　
　
　

在
校
生　
　
　

70
名

　

西
小
学
校　

入　

学　
　
　

８
名

　
　
　
　
　
　

在
校
生　
　
　

82
名

　

東
秩
父
中
学
校　

　
　
　
　
　
　

入　

学　
　
　

29
名

　
　
　
　
　
　

在
校
生　
　
　

96
名

今
年
の

　

 

入
園
・
入
学

城
山
保
育
園
入
園
式

▼

平成22年度行政区長・衛生委員紹介（敬称略）

行　政　区　名

宿　　　　　区

在　家　一　区

在　家　二　区

帯　　沢　　区

川　　下　　区

川　　上　　区

萩　　平　　区

向　　堀　　区

奥　沢　下　区

奥　沢　上　区

坂　本　下　区

坂　本　中　区

新　　井　　区

柴　　　　　区

栗　和　田　区

大内沢　下　区

大内沢　中　区

大内沢　上　区

皆　谷　下　区

皆　谷　上　区

白　　石　　区

行　政　区　長

大久根　　　宏

根　岸　良　次

根　岸　敏　夫

吉　野　　　茂

岩　田　充　永

栗　島　　　正

若　林　祥　生

江　原　喜　一

江　原　俊　雄

江　原　　　豊

宇　根　一　元

馬　場　和　彦

中　島　久　男

田　中　秀　雄

鈴　木　孝　雄

　

栗　原　敏　雄

神　田　立　夫

稲　葉　日出夫

渡　邉　定　由

区　長　代　理

野　沢　春　夫

高　野　貞　宜

内　田　一　夫

小　澤　孝　夫

福　島　榮　二

立　澤　幹　夫

萩　原　義　博

井　上　七　郎

神　谷　光　八

山　崎　清　男

鈴　木　茂　一

松　本　敏　彦

田　中　輝　明

野　口　　　

野　口　　　昭

神　田　順　上

　　合　昭　平

倉　林　　　寛

尾　石　太　一

豊　田　長　稔

衛　生　委　員

加　藤　美紀代

野　口　林　作

吉　野　森　明

鷹　野　　　明

中　島　健　治

栗　島　富　雄

内　田　長　次

渡　辺　典　光

江　原　　　猛

植　松　裕　司

山　　　佳　男

宇　根　萬　　

奈　良　優　一

田　中　丈　偉

梅　澤　安　夫

根　岸　保　雄

大　幡　昌　芳

神　田　義　光

梅　沢　太久夫

旭　　　や　す

鈴　木　　　茂

　　　衛　生　委　員　代　理

宮　崎　　　稔

鷹　野　純　一

篠　澤　　　茂

護　守　克　行

田　部　正　枝

磯　田　永　利

若　林　祥　生

鈴　木　貞　夫

江　原　由　喜

高　野　恵　成

奈良　茂男・保泉　育男・加藤　貞雄

松　井　重　治

鈴　木　　　充

野　口　吉　則

神　田　富　夫

落　合　晋　作

倉　林　　　功・倉　林　三　男

朝比　一夫・旭　悟史・飯野　佳生

鈴　木　通　夫

崎

り
気
持
ち
も
新
た
に
、
消
防
、

救
急
、
火
災
予
防
活
動
等
、
住

民
皆
様
方
の
安
心
安
全
を
守
れ

る
よ
う
、
分
署
職
員
と
共
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
前
任
の
岡
部
分
署
長
は
、
小

川
消
防
署
と
き
が
わ
分
署
へ
異

動
さ
れ
ま
し
た
。

小
川
消
防
署
東
秩
父
分
署
に

　
　
　
　
　

清
水
分
署
長
着
任

し
み
ず　
　

そ
う
じ

東
秩
父
分
署
長
＝
清
水　

壮
次

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
釣
り

抱
負
＝
自
然
豊
か
な
地
に
勤
務
と
な

　　田　英　夫

落

１年間よろしく
　　お願いします

巖



　

前
年
度
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
世
界
的
拡
大
に
よ
り
中
学
生
海
外

派
遣
を
中
止
し
た
の
で
、
本
年
度
は

中
学
２
年
生
・
３
年
生
を
対
象
に
10

回
目
と
な
る
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

の
派
遣
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
対
象
と
な
る
生
徒
に
は
、

４
月
12
日
に
中
学
校
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
し
、
応
募
要
領
等
を
配
布

し
ま
し
た
。
事
業
内
容
や
応
募
方
法

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

派
遣
日
程　

８
月
16
日
（
月
）
〜
24

　

日
（
火
）
の
９
日
間

派
遣
国　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

内　

容　
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
４
泊
）

　

学
校
訪
問
・
授
業
体
験
（
２
日
間
）

　

文
化
教
育
施
設
等
の
視
察
研
修

　

事
前
研
修
〜
派
遣
報
告
書
の
作
成

応
募
対
象
者　

村
内
在
住
で
中
学
校

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

平
成
22
年
度
中
学
生
海
外
派
遣
団
員
を
募
集
し
ま
す

第
２
学
年
・
第
３
学
年
の
生
徒

参
加
費
用　

参
加
者
負
担
金
10
万
円

そ
の
ほ
か
渡
航
手
続
き
等
の
費
用
や

任
意
保
険
料
、
諸
雑
費
な
ど
が
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

５
月
６
日
（
木
）
ま
で

に
、
所
定
の
「
派
遣
志
願
書
」
、
保

護
者
の
「
承
諾
書
」
お
よ
び
「
作
文
」

（
原
稿
用
紙
３
枚
以
上
）
を
中
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
作
文
の
テ

ー
マ
は
、
海
外
派
遣
に
参
加
す
る
理

由
や
抱
負
、
ま
た
、
こ
の
体
験
を
将

来
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
き
た
い

か
な
ど
で
す
。

※
た
だ
し
、
第
３
学
年
生
徒
の
う
ち
、

平
成
21
年
度
に
海
外
派
遣
内
定
決
定

を
受
け
た
生
徒
は
、
作
文
の
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

選　

考　

作
文
の
内
容
な
ど
に
よ
り

派
遣
内
定
者
を
決
定
し
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。
た
だ
し
、
内
定
者
は
数

回
の
事
前
研
修
の
終
了
後
に
正
式
な

団
員
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
途
中

団
員
側
の
理
由
に
よ
り
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
お
預
か
り
し
た

参
加
者
負
担
金
を
返
却
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

問
合
せ  

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

82
‐
１
２
３
０

応
募
締
切
り
は
５
月
６
日

　　 項  　　　　目　　　　　 改　　定　　前　　 　改　　定　　後

所得割（課税所得金額の）　            ６．５０％　　　　変更なし

資産割（固定資産税額の）　         ４５．００%　　 　　変更なし

均等割（一人当たり）　            １０，０００円　　　　変更なし

平等割（一世帯当たり）            １９，０００円　　　　変更なし

　　限 　度 　額　　　　　　 ４７０，０００円　　５００，０００円

所得割（課税所得額の）　　　　　　１．３０％　　　　変更なし

均等割（一人当たり）　　　　　　９，０００円　　　　変更なし

　　限　 度　 額　　　　　　 １２０，０００円　　１３０，０００円

所得割（課税所得金額の）　　　　　１．２０％　　　　変更なし

均等割（一人当たり）　　　　　１２，０００円　　　　変更なし

　　限　 度 　額　　　　　　 １００，０００円　　　　変更なし

国民健康保険税の限度額が変わります
東秩父村国民健康保険では、地方税法の改正により、平成２２年度分から下表のとおり税の限度額を改定します。

医　

療　

分

支
援
分

介
護
分

※第１期分から改定後の税額

　となります。

　保健衛生課

　国保担当 　８２－１７７７

○対象者は？
　離職の翌日から翌年度末までの期間において、
　雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などに
　よる離職）
　雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによ
　る離職）として失業等給付を受ける方です。
○軽減額は？
　国民健康保険税は、前年所得などにより算定されて
　います。
　軽減は、前年の給与所得をその３０／１００とみな

倒産・解雇などによる離職（特定受給資格者）や雇い止
めなどによる離職（特定理由離職者）をされた方へ

平成22年４月から国民健康保険税が軽
減されます

　して行います。
○軽減期間は？
　離職の翌日から翌年度末までの期間です。
　※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
　※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き
　　続き対象となりますが、会社の健康保険に加入す
　　るなど国民健康保険を脱退すると終了します。
○制度が始まる前の失業は対象外ですか？
　制度が始まる前１年以内（平成２１年３月３１日以
　降）に離職された方は、平成２２年度に限り国民健
　康保険税が軽減されます。
　※ただし、２１年度の保険税は対象となりません。
○軽減を受けるには申請が必要です。
　その他、問い合わせは、担当までお願いします。
　保健衛生課　国民健康保険担当 　８２－１７７７
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　平成２２年４月より、児童手当にかわって子ども手当制度が始まりました。
　子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援するため、中学校３年生までの子
ども１人につき月額１３，０００円を保護者に支給する制度で、所得制限はありません。
　受給には申請が必要な場合がありますので、下記をご覧のうえ、住民福祉課へおいでください。（申請者が
公務員の場合は、職場での手続きとなります。）
　なお、申請不要の方については、従来の児童手当と同様に６月に現況届を提出していただきます。該当者に
は通知しますので、期間中に必ず提出してください。

　児童手当を受けていた　　中２．中３のお子さんがいる　　子ども手当の額改定請求を行ってください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※必要なもの：ご印鑑

　　　　　　　　　　　　　中２．中３のお子さんはいない　　申請は不要です

　児童手当を受けていない　　子ども手当の新規申請を行ってください

　　　　　　　　　　　　　　　※必要なもの　・ご印鑑（シャチハタ以外）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・受給者の健康保険証の写し（村国保以外は必ず持参してください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・受給者名義の通帳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このほか、事情により提出していただく書類があります。

　児童手当を受けていたが、現況届を提出していないため
　手当を差し止められていた

問合せ　住民福祉課　電話 ８２－１２２１

子ども手当制度のご案内

→ →

→

→

→

→

｛

本人通知制度とは
　住民票の写しや戸籍謄抄本等の不正な取得による、
プライバシーや財産の侵害を防ぐため、あらかじめ登
録を申請された方に対して、本人の代理人や第三者か
らの交付請求により住民票の写し等を交付した際に、
通知をお送りしてお知らせする制度です。
　埼玉県内の各市区町村で、平成２２年６月１日から
一斉に実施します。
登録に必要なもの
　印鑑と運転免許証等の本人確認資料
　手数料はかかりません。

住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知制度が開始されます

　手続きは、原則としてご本人が来庁され、申請書を
提出していただくことになりますが、詳しくは住民福
祉課までお問い合わせください。
　なお、同時に「住民票等の不正取得通知制度」も開
始されます。こちらは登録の有無に関わらず、住民票
等が不正に取得されたことが明らかになった場合に、
ご本人に対して通知をお送りしてお知らせするもので
す。

問合せ　住民福祉課　電話 ８２－１２２１　

村長・村議会議長交際費公開 　今月は平成22年１月から３月に支出された交際費です。

　  日
１月 ８日
１月10日
１月17日
１月23日
１月23日
１月26日
１月31日
２月 １日
２月 ６日
２月19日
２月25日
３月 ６日
３月17日
　  計

　　　　件　　　　　　　名
埼玉県小川和紙工業協同組合新年会会費
比企郡市歯科医師会新年会会費
比企医師会新年会会費
小川地方交通安全協会東秩父支部新年会会費
第４回東秩父村観光写真コンクール協賛金
東秩父村商工会新春講演会懇親会会費
東秩父村猟友会新年会会費
比企郡町村議会議員研修会会費
東秩父村消防団OB会総会会費
埼玉県知事との意見交換会
比企郡町村会視察研修会会費
西小学校大内沢分校休校記念式典祝い金
比企生花組合第44回総会会費

金　 額
10,000
10,000
10,000
10,000
30,000
3,000
3,000
3,000
10,000
5,000
10,000
5,000
5,000

114,000

     日
１月８日
１月23日
１月26日
１月31日
２月６日
３月６日
３月17日
３月28日
     計

  

村長交際費 議長交際費

　　　　件　　　　　　　名
第４回東秩父村観光写真コンクール協賛金
小川地方交通安全協会東秩父支部新年会会費
東秩父村商工会新春講演会懇親会会費
東秩父村猟友会新年会会費
東秩父村消防団OB会総会会費
西小学校大内沢分校休校記念式典祝い金
比企生花組合第44回総会会費
第５回大内沢花桃まつり祝い金

金　 額
10,000
5,000
3,000
3,000
10,000
5,000
5,000
5,000
46,000

（単位：円）（単位：円）



　

３
月　

日
、
大
内
沢
上
ノ
貝
戸
地

区
の
花
桃
の
郷
に
お
い
て
、
実
行
委

員
会
（
神
田
士
会
長
）
が
中
心
と
な

り
、
「
第
５
回
花
桃
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
桃
の
郷
は
、
耕
作
放
棄
地
と
な

っ
て
い
た
農
地
に
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
共
同
で
村
の
特
産
物
で
あ
る

花
桃
を
植
栽
し
、
同
地
区
の
景
観
づ

く
り
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

咲
き
誇
る
花
桃
の
中
、
大
内
沢
太

鼓
愛
好
会
と
子
ど
も
太
鼓
同
好
会
の

太
鼓
演
奏
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
会
し
、

そ
の
な
か
で
若
林
全
村
長
は
「
花
桃

ま
つ
り
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
力
を

花
桃
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

花
桃
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
活
動

が
東
秩
父
村
の
活
性
化
の
源
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
と
し
て
応
援

し
て
い
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
響
き
の
森
奏
友
会

の
演
奏
や
野
々
山
さ
く
ら
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
真
冬
の
よ
う
な
寒
さ
で
し

た
が
、
甘
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
販
売
も
行
わ
れ
、

来
訪
者
は
美
し
い
花
桃
と
地
元
の
方

々
の
も
て
な
し
に
心
温
ま
る
お
祭
り

を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

▲大内沢太鼓愛好会の演奏

　

平
成
21
年
度
戦
没
者
追
悼
式
が
３

月
19
日
に
JA
埼
玉
中
央
東
秩
父
支
店

２
階
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
西
南
戦
争
以
降
に
出
兵

さ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
２
２
３
柱
の
御

霊
を
追
悼
す
る
た
め
、
ご
遺
族
の
方

60
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
若
林
全
東
秩
父
村
社
会

福
祉
協
議
会
長
、
足
立
理
助
村
議
会

議
長
、
加
藤
恵
一
秩
父
郡
遺
族
連
合

会
長
、
白
石
照
夫
村
遺
族
会
長
の
言

葉
の
あ
と
、
参
加
者
の
献
花
が
行
わ

れ
、
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式

　

４
月
６
日
、
安
戸
バ
イ
パ
ス
に
お

い
て
、
春
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の

街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

街
頭
活
動
は
、
小
川
警
察
署
の
主

催
に
よ
り
東
秩
父
村
、
小
川
地
方
交

通
安
全
協
会
東
秩
父
支
部
、
交
通
指

導
隊
、
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
、
啓
発
資
料
と
母

の
会
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
し
た
マ
ス

コ
ッ
ト
を
配
布
し
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

５
月
は
大
型
連
休
も
あ
り
、
出
か

け
る
機
会
も
多
く
、
ま
た
村
を
訪
れ

る
人
も
増
え
ま
す
。
皆
さ
ん
も
心
に

ゆ
と
り
を
持
ち
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
ま
た
起
こ
さ
な
い
よ
う

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

安
戸
バ
イ
パ
ス
で

　
　
　

  

街
頭
活
動
　

３
月
29
日
、
城
山
保
育
園
の
平
成

21
年
度
卒
園
式
が
来
賓
の
方
々
と
卒

園
児
の
保
護
者
の
出
席
の
も
と
、
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
林
全
村
長
か
ら
卒
園
児
一
人
ひ

と
り
に
保
育
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
園

児
た
ち
は
大
き
な
声
で
「
あ
り
が
と

う
」
と
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。　

　

我
が
子
の
成
長
ぶ
り
に
感
極
ま
り
、

涙
ぐ
む
保
護
者
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

城
山
保
育
園
を
巣
立
ち
、
こ
の
４
月

か
ら
１
年
生
と
な
り
、
元
気
に
学
校

へ
通
っ
て
い
ま
す
。

城
山
保
育
園
卒
園
式

28



◎今後予定のイベント

東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

短　
　

 

歌

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

は
な
ば
ん

　平日も開館しています！読みたい本がありましたらリクエ　
ストもできますのでご利用ください。５月１５日（土）には、
和紙の里文化フェスティバルで、「図書館の雑誌プレゼント」
を開催します。ぜひお越しください。

　～ 今月のおすすめ図書 ～
「アントキノイノチ」  

　　  さだ まさし 著  幻 冬 舎 

　杏平は、ある同級生の悪意がもとで

こころを壊し、高校を中退する。現在

２１歳、父の勧めで遺品整理の会社で

働き始める。父や会社の人達、仏様や

依頼主、居酒屋のゆきちゃん…。

　周囲の人々の温かさの中で、彼の心

は少しずつ自分を取り戻していく。

　生きることの重さ、生命の大切に胸

が熱くなる一冊です。

生
き
る
こ
と
素
晴
ら
し
き
か
な
花
万

朶　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

春
泥
に
敢
え
て
踏
み
込
む
豆
の
靴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

春
雨
や
母
の
つ
む
ぎ
し
絹
の
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
か
つ
代

咲
き
満
ち
て
和
太
鼓
響
く
桃
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

樹
々
芽
吹
く
山
あ
い
灯
す
家
ま
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

利
子

春
雨
に
校
に
小
走
り
一
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

昌
子

巣
燕
や
手
斧
づ
く
り
の
百
年
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

勝
子

春
満
月
海
の
果
て
よ
り
津
波
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
澤　

ひ
こ

散
歩
道
日
毎
に
青
む
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

ス
ミ

孫
の
来
て
居
間
に
声
あ
り
春
の
泥

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
し

大
戦
を
語
る
石
碑
陽
炎
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

次
作

だ

ち
ょ
う
な

い
し
ぶ
み

・遊芸窯展示即売会
 　　５月１日（土）～４日（火・祝）

・和紙の里文化フェスティバル
 　　５月１５日（土）～１６日（日）

・版画フォーラム２０１０
 　　６月１９日（土）～２７日（日）

・ウチョウ蘭展
 　　６月１９日（土）～２０日（日）

啓
蟄
の
庭
隅
に
菰
燃
や
す
か
な  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

和
男

連
翹
の
蕾
色
づ
き
雨
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
富
喜
雄

春
雨
や
木
の
天
辺
に
鴉
居
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

寿
子

春
の
雪
降
り
て
積
ら
ず
地
に
滲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野　

け
い

背
山
よ
り
初
音
一
声
た
し
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

古
乃

ら
っ
ぱ
水
仙
人
呼
ぶ
如
く
揺
れ
て
を

り　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

蘂
残
り
赤
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
土
に
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

フ
ミ

川
端
に
姿
は
見
え
ず
蛙
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

蕗
の
た
う
恵
み
の
雨
に
う
す
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

澄
江

水
温
み
服
薬
の
ま
た
減
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

徳
實

積
り
た
る
雪
に
愛
犬
か
け
回
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
久
保
芳
宣

沈
丁
花
小
さ
き
花
の
良
き
香
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

一
輪
の
花
見
て
元
気
取
戻
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
原　

壽
平

蕗
の
た
う
数
多
山
路
の
日
当
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

ス
ミ

犬
ふ
ぐ
り
小
さ
な
花
弁
群
が
り
て

草
花
な
れ
ど
愛
し
き
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

シ
ュ
ウ
シ
ャ
イ
ン
ボ
ー
イ
戦
後
の
頃

が
よ
み
が
え
り
体
中
に
切
な
さ
し
み

い
る　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

孫
二
人
保
育
所
に
行
く
日
の
近
し

各
々
の
持
物
揃
へ
つ
つ
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

朝
の
陽
の
耀
う
向
か
い
の
山
裾
を

薄
紅
広
き
に
染
む
る
花
桃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

か
ろ
や
か
な
水
音
開
き
つ
あ
さ
ま
だ

き
客
の
よ
ろ
こ
ぶ
葉
わ
さ
び
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

雪
解
水
何
時
し
か
増
し
て
谷
合
い
の

小
滝
の
音
が
聞
え
来
に
け
り

三
度
行
き
見
れ
ど
も
見
事
な
清
雲
寺

の
六
百
年
の
桜
変
ら
ず
咲
け
り

雷
鳴
の
近
づ
く
中
を
走
る
学
児
ら

家
に
着
く
間
に
雨
は
来
な
い
か

春
の
夜
に
わ
が
思
う
な
り
若
き
日
の

か
ら
く
れ
な
い
の
悲
し
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田　

か
め

ゆ
き
げ

み
た
び

こ



「
人
権
の
世
紀
21
」を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
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熊 

谷　

快 

流
く
ん

か

い

り

生年月日　平成２０年５月１５日

　　　　　　　　（ 大字皆谷 ）

お父さん：仁　樹 さん

お母さん：亜矢子 さん

　はじめまして。ぼくの名前は快流

です。外であそぶのがだいすき。毎

日お兄ちゃんとおもちゃの取り合い

でケンカするけど、ぼくはお兄ちゃ

んがだいすきなんだ。家族が多いか

らみんなに甘えんぼうです。

　

21
世
紀
を
迎
え
、
数
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
人
権
問
題
や
同
和
問
題
の

取
り
組
み
は
、
昭
和
44
年
の
地
域
改

善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政

上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
施

行
か
ら
平
成
13
年
ま
で
の
三
十
数
年

間
、
時
限
立
法
を
軸
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
実
体
的
差
別
は
か

な
り
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、
心
の
問

題
は
依
然
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

心
の
問
題
で
あ
る
人
権
意
識
の
脆

弱
さ
が
表
面
化
し
た
の
が
秋
葉
原
の

通
り
魔
事
件
や
中
央
大
学
教
授
の
殺

害
事
件
な
ど
で
す
。
多
発
す
る
殺
傷

じ
ゃ
く

ぜ
い

事
件
の
ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
思
い
通

り
に
い
か
な
い
と
か
自
分
勝
手
な
他

罰
的
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

 

「
人
権
の
世
紀
21
」
を
確
か
な
も
の

に
し
て
世
紀
末
を
迎
え
る
に
は
、
何

を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
人
権
問
題
は
、
現
象
面
の

み
に
メ
ス
を
い
れ
る
だ
け
は
、
心
の

問
題
は
22
世
紀
に
持
ち
越
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

人
権
の
世
紀
を
確
か
な
も
の
に
す

る
に
は
、
人
権
意
識
の
豊
か
な
大
人

に
な
る
た
め
の
子
育
て
を
考
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
親

や
周
囲
の
大
人
が
厳
し
く
冷
た
い
言

葉
で
接
す
る
と
子
ど
も
に
深
層
心
理

が
形
成
さ
れ
、
厳
し
く
冷
た
い
心
で

周
囲
に
接
す
る
人
格
形
成
が
な
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
に
温
か
い
優
し
い
言

葉
を
た
く
さ
ん
使
う
と
、
無
意
識
に

記
憶
さ
れ
て
、
い
た
わ
り
の
心
や
温

か
い
心
を
身
に
つ
け
、
人
の
短
所
よ

り
長
所
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
寛
大

で
人
に
好
か
れ
る
生
き
方
を
す
る
大

人
に
な
る
と
心
理
学
者
は
言
っ
て
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員　

稲
葉　

日
出
夫

第25回和紙の里文化フェスティバル
　　　　　小さな村の手づくりまつり
　今年も和紙の里文化フェスティバルを開催します。手づくりふるさとマーケット

やＴＶ主題歌の演奏会など盛りだくさんのメニューです。ぜひご来場ください！！

●期間　５月15日（土）・16日（日）の２日間 　●会場 東秩父村和紙の里

●15日　第９回ふるさと響きまつり   ふるさと市（特産品の販売多数）

　　　　○和紙の里で魚釣り ○図書館の雑誌プレゼント ○交通安全ＰＲコーナー

●16日　吹奏楽で楽しむ  ― 和紙の里でＴＶ主題歌 ―  

　　　　○獅子舞の広場 ○小川剣遊会道場演武 他 ○アメリカンフラワー教室

　　　　○ストラックアウト ○和紙フラワー教室 ○盆栽展示交換会

●２日間を通しての催し物

　　　　○お茶席 ○ミニ凧を飛ばそう ○折り紙教室 ○木版画の実演と体験

　　　　○手作りの会 作品販売 ○郵便局出前コーナー ○草花あそび 

問合せ　フェスティバル事務局　８２－１２２６（役場総務課内）

東秩父村和紙の里　　　８２－１４６８（会場）

甲種防火管理新規講習会
　比企広域消防本部では、消防法に定め

る防火管理者の資格を取得するための講

習会を開催します。

 
開催日　６月17日（木）・18日（金）の2日間

場　所　比企広域消防本部　講堂

　　　 （東松山市上野本）

費　用　受講費４，５００円

資　格　防火管理上必要な業務を適切に

　　　　遂行することができる管理的ま

　　　　たは監督的な地位にある方

　　　 （管内在住・在勤者優先）

定　員　80名（定員になり次第、締め切

　　　　ります）

【申込み方法】

６月1日(火)～４日(金)午前８時30分から

午後５時までに受講費を添えて消防本部

予防課または小川消防署指導係へ申込ん

でください。

問合せ　比企広域消防本部予防課

　　　　　 ２３―２２６８

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

◎和紙の里創作美術展　◎そば打ち体験＆タペストリー作り

◎紙漉きの実演と体験　◎手づくりふるさとマーケット

◎埼玉県立川越高等技術専門校生作品展　◎みどうの杜入所・通所者作品展

かいり



自動車税は役場で納めましょう

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

５
月
は
軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
で
す

　　　　　 第１５回  歯の健康祭り

　本年も比企郡市歯科医師会主催で、東松山市保健センターにて「第１５回
歯の健康祭り」が開催されます。
  「８０２０よい歯のコンクール」では８０歳以上でご自分の歯が２０本以上
ある方、「歯の健康家族のコンクール」ではご家族３名が健康な歯を保って
いる家族を募集しています。歯や体の健康に自信のある方は５月２８日（金）
までに東秩父村保健センター（　82－1557）までふるってご応募ください。
日　時　６月６日（日）午前１０時～正午
場　所　東松山市保健センター
内　容　８０２０よい歯のコンクール・親と子のよい歯のコンクール

歯の健康家族のコンクール・むし歯予防のポスターコンクール
　　　　歯科検診・フッ素塗布・歯磨き指導・空飛ぶ風船
　　　　お年寄りや体の不自由な方のお口の健康相談・エプロン人形劇
　　　　むし歯菌の顕微鏡検査・スーパーボールすくい
　　　　※すべて無料です
問合せ　東松山市保健センター　 ２４－３９２１

住宅用太陽光発電システム設置費補助事業について

　本村では、地球温暖化防止策の一環として環境への負担の少ない新エネル
ギーの導入を促進するため、住宅用太陽光発電システムを設置する方に対し、
補助金を交付します。
　なお、概要については次のとおりです。
１補助対象となる発電システム
(1) 余剰電力を、電力会社に売電できるよう電線に連結していること。
(2) 電力会社と電灯契約を締結していること。
(3) 未使用品であること。（中古品は対象外）
(4) 住宅の屋根等への設置に適しているものであること。
２補助対象となる方
(1) 村内に住所を有していること。
(2) 発電システムを設置する建築物および建築物の敷地等に建築基準法等の違
　  反がないこと。
(3) 申請時において村税の滞納がないこと。
　  1住宅につき1回限りとする。ただし、村長が特に必要があると認める場合
　  は、この限りでない。
３補助金の額
　発電システム1台あたり10万円
４交付申請
　発電システム設置工事着工前日までに次の書類を保健衛生課まで提出して
　ください。
(1) 住宅用発電システム設置費補助金交付申請書
(2) 設置工事着工前の現況写真
(3) 村長が必要と認める書類        問合せ　保健衛生課　 ８２－１７７７

  環境影響評価準備書の縦覧・説明会のお知らせ
　埼玉県から、「彩の国資源循環工場第　期事業に係る環境影響評価準備書」
が提出されました。誰でも自由にご覧いただけます。また、説明会も開催さ
れます。
１縦覧期間　平成２２年５月７日（金）から平成２２年６月７日（月）まで
 　　　午前９時から午後４時３０分まで。ただし、土・日・祝日を除きます。
２縦覧場所　東秩父村保健衛生課 ※東秩父村立図書館でもご覧いただけます。
３意見書の提出　準備書について環境の保全の見地から意見を有する方は、
　　　６月２１日（月）（必着）までに、県資源循環推進課に直接または郵送、
　　　ＦＡＸなどで提出できます。
４説明会の開催場所・時間　東秩父村コミュニティセンター「やまなみ」２階 
　　　集会室　平成２２年５月２５日（火）午後２時３０分～
５説明会の内容　計画概要、環境影響評価準備書の概要、質疑応答
６問い合わせ先　準備書の縦覧について…県環境部環境政策課環境影響評価担当 
　　　電　話 ０４８－８３０－３０４１　
　　　説明会の開催および意見書について…県環境部資源循環推進課
　　　電　話 ０４８－８３０－３１０３

上級救命講習のお知らせ

講 習 日　５月２３日（日）
会　　場　小川消防署嵐山分署
受　　付　午前８時３０分～
　　　　　　　　　　　８時５０分
講習時間　午前９時～午後５時
内　　容　乳児から成人を対象とし
　　　　　た心肺蘇生法、A E D（自
               動体外式除細動器）の使
　　　　　用手順、外傷の手当など
募集人員　３０名（先着順）
　　　　　※開催定数１０名以上
申し込み　開催日の１週間前までに、
　　　　　最寄りの消防署は分署へ
　　　　　申し込みしてください。
問 合 せ　小川消防署　 72 -3565

普通救命講習のお知らせ

・講習日　５月１６日（日）
　会　場　滑川町コミュニティセンター
・講習日　５月２９日（土）
　会　場　高坂市民活動センター
時　　間　いずれも午前８時５０分
　　　　　　　　～午後０時３０分  
申し込み　開催日の１週間前までに、
　　　　　最寄りの消防署は分署へ
　　　　　申し込みしてください。
問 合 せ　比企広域消防本部
　　　　　　２３ー２２６７

消費生活相談窓口のご案内

　訪問販売や電話勧誘販売等の契約に
まつわるご相談、食品・多重債務など
消費生活についての疑問質問にも消費
生活相談員が電話や来所で対応いたし
ます。お気軽にご相談ください。
日　時　毎週金曜日（祝日・年末年始
　　　　を除く）
　　　　午前１０時～午後３時３０分
　　　 （正午～午後１時は除く）
場　所　産業建設課
費　用　無料
問合せ　産業建設課　８２－１２２３

自動車税は役場で納めましょう

　５月は自動車税の納期です。
　本年も５月１日から５月３１日ま
での全期間を通じて、役場で納税が
できます。
●平日
　午前８時３０分～午後５時１５分
●土曜、日曜、祝祭日
　午前９時～午後４時
休日の場合は当直の担当者が収納し
ますので、つり銭のないようにお願
いします。また、自動車税以外は対
応できませんのでご了承ください。
税務課 　８２－１２２４



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777
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　　　            ５月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所

を開設しますので、おでかけくださ

い。相談は無料で秘密厳守のうえ受

け付けています。

日　時　５月１７日（月）

　　　　午後１時～３時

場　所　役場１階　中会議室

問合せ　社会福祉協議会　 82-1238

　　　　役場総務課　　　 82-1226

   ２日　本　郷　医　院（内科・小児科）　　　　　東松山市　　22-0211
   ３日　平成の森 川島病院（内科）　　　　　　 川島町　049-297－2811
   ４日　森田クリニック（内科・外科）　　　　　　吉見町　　　53-2220
   ５日　本郷医院（内科・小児科）　　　　　　　　東松山市　　22-0211
   ９日　白井医院（内科・呼吸器科・放射線科） 吉見町　　　54-0062
１６日　さくら整形外科クリニック（整形外科） 小川町　　　71-6411
２３日　中村産婦人科（産婦人科・内科・小児科）   小川町　　　72-0373
３０日　木下医院（内科・外科・小児科）　　　　　小川町　　　72-0375

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

       乳  幼  児  健  康  診  査
日　時　５月２５日（火）　
　　　　◎ １歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児　午後１時３０分～１時４５分受付
　　　　◎ ３～４ヵ月児・９～10ヵ月児　午後１時４５分～２時受付
場　所　保健センター
対象者　◎ １歳６ヵ月児
　 　　　　平成２０年９月１７日～同年１１月２５日までの出生児
　　　　◎ ３歳６ヵ月児
　 　　　　平成１８年９月１７日～同年１１月２５日までの出生児
　　　　◎ ３～４ヵ月児
　 　　　　平成２２年１月１日～同年２月２８日までの出生児
　　　　◎ ９～１０ヵ月児
　 　　　　平成２１年７月１日～同年８月３１日までの出生児
持参品　１歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児
　　　　＝母子手帳、問診票、歯ブラシ、コップ

３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児
＝母子手帳、問診票

※平成21年度まで行っていた２歳児健康診査が平成22年度より２歳６ヵ月児
　健康診査に変更になりましたので、９月まで２歳の健康診査はお休みです。
問合せ　保健センター　 ８２－１５５７

　　　ヘル歯―教室のお知らせ
日　時　平成２２年５月１３日(木) 午前１０時～１１時３０分 
場　所　城山保育園 
内　容　高野実先生の講話 『デンタルバイオフィルムって何だ？』

３歳児よい歯のコンクール表彰式
歯科衛生士さんによるエプロンシアター『ドラえもんとのび太くん』

対象者　保育園児とその保護者
３歳児よい歯のコンクール出場者および保護者
その他参加希望者

持ち物　歯みがき指導後の歯ブラシを入れる袋をご用意ください。
（歯ブラシは用意いたします）

問合せ　保健センター 　８２－１５５７

　　　　　　　（社）日本青年会議所主催

　　　　第４０回埼玉ブロック会員大会
日　時　５月２３日（日）午前９時３０分 ～ 午後５時
場　所　大東文化大学東松山キャンパスおよび埼玉県こども動物自然公園
内　容　青年会議所メンバーを対象とした式典・メインフォーラム・各種セミ
　　　　ナーと、一般の方を対象とした各種イベント・飲食ブース・地域の魅
　　　　力体感ブースなどで構成され、地域住民の方にも楽しんでいただける
　　　　大きなイベントです。
参加費　埼玉県こども動物自然公園 入園料 大人500円・小人200円
問合せ   （社）比企青年会議所  ホームページ http://www.hikijc.com
　　　　http://www.10jaycee.com/2010/kanto/saitama/

    身体障害者に対する
軽自動車税の減免について

　身体障害者（障害者と同一生計）

の方は障害の程度により軽自動車税

の減免を受けることができます。

　減免を受けようとする方は納期限

前７日（５月２４日）までに減免申

請書を役場税務課へ提出してくださ

い。なお、減免は１人につき１台の

自動車に限られていますので、普通

自動車税の減免を受けている方は軽

自動車税の減免は受けられませんの

でご注意ください。

　減免申請書を提出される方は添付

書類が必要となりますので、税務課

（　８２－１２２４）までご連絡く

ださい。

　　６月１日は
　「人権擁護委員の日」

　全国人権擁護委員連合会では、６

月１日を「人権擁護委員の日」と定

め、この日を中心として各市町村に

おいて人権擁護委員による人権相談

所を開設して、皆さんとともに一層

の人権尊重思想の啓発に努めること

を申し合わせております。

　本村においては、下記のとおり実

施いたしますので、ご相談にお出か

けください。

　　　　　　

日　時　６月１日（火）

時　間　午前１０時～午後３時

場　所　役場１階中会議室

問合せ　さいたま地方法務局東松山

　　　　支局　　 ２２－０３７９

　　　　総務課 　８２－１２２６



世帯と人口

※世帯と人口は４月１日現在、

その他は３月中のうごきです。

工事のお知らせ

世　 帯　 １，１２２

人　 口　 ３，４９６

　男　     １，７３４

　女        １，７６２

３月中の人口動態

転 入  14　  転 出　14　

出 生　0　　死 亡　 7

現在、村付近で河川が濁る可能性のある工事です。

県発注工事
・応急修繕工事（その３）【坂本地内】
・砂防施設工事（集水ボーリング１号）
　　　　　　　 【坂本地内】
・地方特定道路（改築）整備工事
　　　　　　　（皆谷工区その２）【皆谷地内】 
・水辺再生１００プラン推進工事【御堂地内】
村発注工事
・特になし
問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

　３月２７日、鴻巣市立総合体育館において、第３回
東・西・南・北小学生選抜大会が行われ、倉林佐莉圭
さん（皆谷）が北部のキャプテンとして出場しました。
　この大会は、身長1 5 8 cmを基準にチームを編成し、
チーム対抗による４チームリーグ戦で行いました。
　倉林さんは、「小学校１年生からバレーをはじめ、
６年生最後にこのような選抜に選ばれて良かったです。
北部のキャプテンとして西部地区に負けたのは悔しか
ったけれど、２位になれてうれしかったです。これも
団長をはじめ、いろいろな人や家族の応援があったか
らだと思います。ありがとうございました。中学生に
なっても県大会目指してがんばります。」と話してい
ました。
　これからもがんばってください！！
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倉林佐莉圭さん出場！！
　第３回東・西・南・北小学生選抜大会

倉林佐莉圭さん出場！！
　第３回東・西・南・北小学生選抜大会

　色とりどりの花が咲き誇る白石地内において、４月

４日から１８日までの１５日間、東秩父写友会（栗

島祥次会長）主催の「花の中の写真展」が開催されま

した。

　８回目となった今年は、会員から四つ切版１０３点

が出品、展示されました。「このような素晴らしい写

真展に出会えて感激しました。来年もぜひ訪れたいで

す。」とハイカーのひとりは笑顔で話されていました。

ハイカーや地域の方々の心を癒やしてくれた写真展で

した。

― 花の中の写真展 in 白石地区 ― 

☆健診前の第一プログラム☆

　暖かな季節になりました。日中働いている

方も参加できるように、保健センターでは夜

間の運動教室を開催します。この教室では、

日常や家でも継続できる身近な運動を紹介し

ます。一緒に楽しく、身も心も軽くなりまし

ょう。

日　程（全８回）

　　　　５月12日・19日・26日

　　　　６月2日・9日・16日・23日・30日 

           毎週水曜日

時　間　午後７時 ～ ８時３０分  

会　場　保健センター

持ち物　運動のできる服装、運動靴（内履き)、

　　　　タオル、飲み物

講　師　健康運動指導士 遠藤 良江 先生

対　象　おおむね30歳 ～65歳までの在住ま

　　　　たは在勤者

定　員　30名

　　　  （定員になり次第締め切ります。）

申込・問合せ　保健センター　82－1557

　※送迎はできませんのでご了承ください。

　※5月10日（月）までにお申し込みください。

心身軽やか運動教室
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